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麟にエ斐を 4
9
 

4
9
 〇璽いものぱドに、軽い

ものは上に収納しましょ

つ。

0本棚などは、 隙間をブ

ックエンドで固定するな

ど、なるべく 空問をつく

らないようにしまし ょう，9

疇方にエ良堡 し

9
〇家具の卜部前方に板

を入れ、壁にもたれ気

味に世くと倒れにくく

なります。

〇寝室では寝ている場

所に家具が倒れてこな

いよ う配低しまし ょう。

盟 を 4
9
 〇天）1に直接収り 付ける

タイ プの照明が安仝です。

〇つりドげ式のも のは、

鎖と令具を使い数ヶ所を

留めて補強しま しょう 。

〇蛍光灯は蛍光笞の洛卜'

を防止するため、両端を

耐熱テープで止めておき

ましょう。

瓢麟疇疇国いう

〇転倒防止金具

壁 ・柱 ・鴨居と家具を固定するタ イプと、

床などに固定するタイ プとがありま す。家具

や室内の状況によって選びま しょう。

m 

〇重ね留め用金具

重ねた上ドの家具を固

定 し、 Lの家具の洛ドを

防ぎますe

〇扉・引き出し開放防止

金具

扉・引き出しが開かな

いように します。さらに

収納物の洛 ドを防止する

ために、棚板に滑 り止め

のふきんな どを敷いたり、

木やアル ミの棒によ る飛

び出し防止枠をつけると

安心です。

地震対策l記ももも

》
〇テレビはてきる だけ低い位世に固定しておき

ましょう。

〇家具の上に洛ちる危険のあるも のを骰かない

ようにしまし ょうe

麟忌麟麟恐屯②豚匡珈郡い 涸ラ累⑫舜嘉過褪捻躙磋
し

〇飛散防止フィルム を貼っておくとガラスの

飛散防止に効果があります。

〇食器棚や額縁などに使われているガラス に

も飛散防止フ ィルムを貼っ ておきましょう e

ご家族で普段か ら地要対策について話 し

合っておくことが大切です

ご
喜
詈
言
言
言
璽

究
没
7
を
記
鐸
し
た
阪
神
・
淡
路
大
裳
災
で
は
、
死
者
・
行
力
不
uJJ

者
が
6
0
0
0
人
を
超
え
、

亡
く
な
ら
れ
た
力
の
約
8
割
が
家
淫
や
家

具
の
下
敷
き
に
よ
る
芹
死
で
あ
っ
た
と
百
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
4
万

3
0
0
0
人
に
も
上

っ
た
負
傷
者
の
中
に
は
、
建
物
に
特
別
な
被
宮
が

な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
家
具
の
似
例
や
散
乱
に
よ
っ
て
け
が
を
し
た

人
も
多
数
合
ま
れ
て
い
ま
す
。

近
い
将
来
の
発
生
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
束
南
海

・
南
海
地
裳
が
発
生

し
た
場
合
、
大
き
な
津
波
が
私
た
ち
の
町
を
製
う
こ
と
が
f
測
さ
れ
て

い
ま
す
。
も
し
、
地
定
の
揺
れ
に
よ
り
家
具
が
例
れ
た
場
合
、
家
具
の

下
敷
き
に
な

っ
た
り、

家
具
に
よ
り
逃
げ
道
が
ふ
さ
が
れ
る
こ
と

に

よ
っ
て
遵
難
が
遅
れ
る
可
能
竹
が
あ
り
ま
す
。

地
裳
発
生
時
の
被
宮
を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め
に
最
も
手
軽
で
有
幼

な
対
策
は
、
家
具
の
転
例
・

落
下
を
防
ぐ
な
ど
の
安
令
対
策
で
す
。
歯

段
か
ら
ご
家
庭
の
中
を
点
検
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

ヽ 広報くしもと 9 広報くしもと 9
\~ 

-2
}
 

9

¥

 

'~ 



【のど自慢大会】

のど自陵大会に1ま、 4歳から82歳まで28組の多彩な顔

ぶれがエントリーし、日ごろ鍛えた自慢ののどを披露。

終盤、吝席から 3組の飛び入りがあるなど、会場は大

変な盛り上がり を見せていました。

►子 ど もの部優勝の田中

元貴君（串本小 5)。感

想は、「緊張 して足が簑

えた」とのこと。

】

ど、約100名が参加した体験航海。子ど

象に海洋環境教室やウミガメ の放流など

つー一•

祭り のフィナーレを飾る花火大会では、約2,000発

の花火が串木の夜空を焦がしました。

【
花
火
大
会
】

為額商品券は果たして誰の手に？

約1,000匹の鮎のつかみ取り。大人も子どもも大騒ぎ。

【
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
大
会
】

【町民総おどりのタベ】

◄ 町民総おどりで は 1 9連 ・ 約 600名が

やぐらを囲み、串木節 を踊りました。

...総おど りには年齢制眼も衣装の制限

もなし。皆さん個性豊かな踊 りを見せ

てくれました。

第

1
回
串
本
ま
つ
り

8
月
7
日
、
合
併
後
の
串
本
町
で
は
初
と
な
る
串
木
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ、

町
内
各
所
て
様
々
な
催
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
朝
か
ら
快
晴
に
恵
ま
れ
、
午
前
中
に
は
文
化
セ

ン
タ
ー
で
「
の
ど

自
慢
人
会
」
や
、
「
物
産
フ

ェ
ア
」
、
「
ふ
れ
あ

い
広
場
」
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、

串
木
港
て
は
串
木
海
上
保
安
署
の
協
力
に
よ
り
「
巡
視
船
こ
う
や
」
、
「
巡
視
艇

む
ろ
づ
き
」
の
体
験
航
海
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
午
後
か
ら
も
町＇
＞
体
育
館
で

の

「ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
人
会
」

や
、
文
化
セ
ン
タ
ー
駐
車
場
で
の

「鮎
の
つ
か
み

取
り
」
な
ど
、
イ
ベ
ン
ト
が
絶
え
闇
な
く
行
わ
れ
、

日
が
西
に
傾
き
か
け
た
タ

方
か
ら
は
ク
ラ
イ

マ
ソ
ク
ス
と
な
る

「町
民
総
お
ど
り
」
と
「
＂
化
火
人

会
」
が

串
木
港
に
て
開
催
さ
れ
、
串
木
の
熱
い
熱
い
一
日
は
尊
を
閉
じ
ま
し
た。

▲
旧
古
座
町
か
ら
初
め
て
の
出
場
と
な
っ

た
「
こ

ざ
っ
こ
連
L

の
皆
さ
ん
c

見
事
、

最
優
秀
賞
に
頼

き
ま
し
た

C

【
鮎
の
つ
か
み
取
り
】

急〗広報くしもと 9 広報くしもと 9
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砂
浜
で
宝
探
し
に
熱
中

海
水
浴
ま
つ
り

海中にまかれたアサ リを懸命に探す参加者の皆さ ん

バーベキュー大会で焼きそはをつく る松原町長

8
月
2
日
、
潮
岬
青
少
年
の
家
に
お
い
て
、
樟
害
児
者
父

母
の
会

（
地
キ
春
芙
会
長
）
キ
催
の

「
視
＋
の
集
い
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た。

千
ど
も
た
ち
の
変
の
思
い
出
づ
く
り
と
会

員
の
級
睦
を
は
か
る
た
め
に
行
わ
れ
た
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
人
会

で
は
松
原
町
に
が
千
作
り
の
焼
き
そ
ば
を
参
加
者
に
振
る
舞

う

一
稲
も
あ
り
ま
し
た
。

地
干
会
に
は

「参
加
者
が
商
齢
化
し
て
き
て
い
る
こ
と
が

課
坦
だ
が
、
参
加
し
た
い
と
い
う
チ
と
も
が
い
る
限
り
こ
の

活
動
は
続
け
て
い
き
た
い
。
内
容
が
マ
ン
ネ
リ
化
し
な
い
よ

う
、
祈
会
員
を
加
え
、
祈
し
い
風
を
入
れ
て
い
ぎ
た
い
。
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

7
月
31
日、

橋
杭
海
水
浴
場
に
て
串
木
町
観
光
協
会

（中
村

汀
介
会

K
)
、干
催
の
海
水
浴
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
真
夏
の
日
弟
し
が
照
り
付
け
る
絶
好
の
海
水
浴
日

よ
り
。
会
場
て
は
海
中
に
ま
か
れ
た
約
100
ヤワ
の
ア
サ
リ
を
探
す

潮
十
狩
り
や
、
砂
浜
の
中
に
埋
め
ら
れ
た
番
号
札
を
探
す
宝
探

し
ゲ
ー
ム
な
と
が
行
わ
れ
、
人
人
も
＋
ど
も
も
ア
サ
リ
や
番
号

札
探
し
に
西す
中
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
日
、
町
内
外
か
ら
集
ま
っ
た
約
500
名
の
参
加
者
は
、
人

き
な
歓
声
を
上
げ
な
が
ら
矢
し
い
橋
杭
の
海
岸
て
過
ご
す
夏
の

-
8
を
楽
し
ん
で

い
ま
し
た
。

町
長
特
製
の
焼
き
そ
ば
は
い
か
か
？

障
害
児
者
父
母
の
会

7
月
22
ー
23
日、

全
国
か
ら
腕
自
慢
の
カ
ジ
キ
釣
り
た

ち
54
チ
ー
ム
が
参
加
し
、

第
16
回
目
と
な
る
J
G
F
A
ビ

ル
フ
ィ
ッ

シ
ュ
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
・
イ
ン
・
串
木
が
開
催
さ

れ
ま
し
た。

2
日
間
行
わ
れ
た
説
技
で
は
カ
ジ
キ
10
匹
の
釣
果
が
あ

り
、
う
ち
8
匹
が
水
揚
げ
さ
れ、

2
匹
が
タ
グ
＆
リ
リ
ー

ス

（
椋
識
を
打

っ
て
放
流
す
る
こ
と
）
さ
れ
ま
し
た
。
優

勝
は
1
5
5
.
2
ャ
ワの

ク
ロ
カ
ジ
キ
を
釣
り
上
げ
た
チ
ー
ム

コ

ル
モ

（鵜
山
昭
雄
キ

ャ
プ
テ
ン
）
て
し
た。

ま
た
、
24
日
に
予
定
さ
れ
て
い
た
体
験
ク
ル

ー
ジ

ン
グ

は
残
念
な
が
ら
悪
天
候
に
よ
り
中
止
さ
れ
ま
し
た
。

森
郁
美
さ
ん

串
木
町
出
身
の
森
郁
芙
さ
ん
勾
が
こ
の
ほ
と
日
木
女

＋
。フ
ロ
ゴ
ル

フ
協
会
、干
催
の
テ
ス

ト
に
合
格
し
、
念
願

の
女
＋
プ
ロ
ゴ
ル

フ
ァ
ー
と
な
り
ま
し
た
。
森
さ
ん
は

中
学

3
年
か
ら
ゴ
ル
フ
を
始
め
、
詞
校
時
代
に
関
西

ジ
ュ
ニ
ア
ゴ
ル

フ
選
手
枠
で
優
勝
す
る
な
ど
活
躍
。
プ

ロ
テ
ス
ト
に
は

19
歳
か
ら
挑
戦
し
て
い
ま
し
た
。

今
年
、

8
年
越
し
の
夢
を
か
な
え
た
森
さ
ん
は

「プ

ロ
テ
ス
ト
で
は
プ
レ
ソ

シ
ャ
ー
で
思
う
よ
う
な
ゴ
ル
フ

が
で
き
ず
に
悩
ん
だ
こ
と
も
あ
っ
た
。
プ
ロ
に
な
っ
た

か
ら
に
は
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
出
て
テ
レ
ビ
で
汁

El
さ
れ

る
よ
う
な
選
手
に
な
り
た

い
。」
と
抱
負
を
語
っ
て
く

れ
ま
し
た
。

（上）競技ス タート 1一斉に疾走するク

ルーザー

（中上）釣り上げられたカジキを恐る恐

るのぞきこむ子どもたち

（中下） 22日夕方に行われた餅まき大会

（下）23日夜の表彰式の模様

一順位 チーム名 代表者 魚種 重呈

1 チームコルモ 鵜山吃雄 クロカジキ 1552kg 

2 
チーム

石田良冨 クロカジキ 1434kg 
マーベリック

3 オデッセイ 中野 守 クロカジキ 1234kg 

ビ
ル
フ
ィ
ッ
シ
ュ
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

』
厘
勝
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陪段を上がりビルの屋上へと避難する矢の熊区の人々

避難訓練終了後に行われた図上訓練では、

皆で避難経路を確認し合いました

乃
同
崖
ビ
ル
と
成
和
ヒ
ル
（
本
皮
慧
十

さ
ん
所
有
）
の
崖
上
へ
避
雅
し
ま
し
た
。

避
雅
場
所
と
な
っ
た
こ
の

2
つ
の
ビ
ル

は
平
成
16
年
2
月
に
避
雉
施
設
と
し
て

の
使
用
に
つ
い
て
町
と
鎚
害
が
交
わ
さ

れ
て
お
り
、
外
部
に
設
四
さ
れ
た
階
段

に
よ
っ
て
合
わ
せ
て
約
400
人
が
屋
上
へ

避
雅
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

同
ビ
ル
を
利
用
し
た
訓
練
は
今
回
が

初
め
て
で
し
た
が
、
同
い
の
111
久

保
区
に
は

「背
さ
ん
津
波
に
対
す

る
意
識
が
商
く
、
多
く
の
方
に
参

加
し
て
い
た
だ
け
た
。」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

, rrrrrrr‘“'っへ~rrrず‘“Jrrr • ： 新校名は「串本西中学校」 j 
ム rrrへ~rrrへ~rrrrrrr : 

； 和深田並、有田中学校の統合後の新校の名称 ： 

＇ について、 3校図にお住まいの方、中学校の在校 ： 

； 年、小学校 5. 6年年を対象に要集を行つに結果 ： 

； （応弓数159件） 67種類の名杯が呑せられました。 ： 
： 統合推違協頃会では、イ可餞階かに分けて還考し : 

; ’I'貞豆に絞リ込みを行い、第 3次選考を経て 「串本 : 

； 西中学校」「海洋中学校」が叢終選考に残りました。 ：

i 3中学校共に閉じて、新校を開く にあたりふさ ： 

： わしい校名として、審浜の結果 「串本は知名虔 : 

＇ が高い」 「合併後の平本町の叢も西に位匿してい j 

： る」などの点から 「串本西中学校」を新校の名称 ： 

： とgることが確認され 去る 7月22己の教育委呈 ： 
， 会に報告し、承認されました。

： 今後、敦面委負会の方針案として、町滋会にお : 

； いて条例改正の譲決を受けることにか）ます。

~-~ 
饂 i： 平成18年度より統合される （左から）有田、田並、 ： 

； 和深の 3中学校
一 つ く軍つ｀軍つ9軍つ9軍つく•つく· つく鸞 つ ｀軍つ1軍つ9軍つく•つく• つく鸞 つ く軍 ＿ - 一一つ 9軍つ9軍つく三つく鸞＝•

8
月
3
日、

串
木
の
無
量
寺
の
八
田
尚
彦
什
職

が
役
場
を
訪
れ
、
同
寺
で
募

っ
て
い
た
イ
ン
ド
汀

沖
地
哀
被
災
者

へ
の
義
援
令
15
万
円
を
松
原
町
長

ヘ
手
渡
し
ま
し
た
。
同
寺
は
昨
年
の
祈
内
中
越
地

炭
の
際
に
も
敦
援
令
を
募
り
、

町
を
通
じ
て

20
万

円
を
込
令
し
て
い
ま
す
。

今
回
お
禎
か
り
し
た
義
援
令
は
、
総
務
課
か
ら

8
月
4
日
付
け
て
「
ス

マ
ト
ラ
沖
地
程
・

津
波
義

採
令
」
と
し
て
日
木
赤
卜
字
社
へ
振
り
込
ま
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

訓
練

代
表
区
長
と
し
て

8
年
間

林
勝
昭
さ
ん
に
知
事
感
謝
状

潮
岬
い
の
代
衣
似
長
を
8
年
間
務
め
ら
れ
た
林
勝
昭
さ
ん
悶

に
県
知
事
か
ら
感
謝
状
が
閥
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
7
月
2
1
日、

役
場
に
お
い
て
伝
達
人
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

松
原
町
艮
か
ら
感
謝
状
と
記
念
品
を
千
渡
さ
れ
た
林
さ
ん
は
、

「代
よ

Ixに
と
し
て
の
任
期
中
、
の
ベ

35
人
の

IXに
と
い

っ
し
ょ

に
什
市
を
し
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
感
謝
状
を
知
手
か
ら
い
た

だ
け
る
こ
と
は
歴
代
区
に
の
塙
力
の
た
ま
も
の
と
思
っ
て
い
ま

す。
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

7
月
23
日
、
束
南
海
・
由
海
地
哭
が

発
生
し
た
と
の
想
定
て
、
和
歌
山
県
の

沿
庁
市
町
村
て

一
斉
に
津
波
溜
帷
訓
練

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

串
木
町
で
は
対
象
地
区
と
な
っ
た
久

の
熊
似
に
お
い
て
午
前
9
時
か
ら
サ
イ

レ
ン
と
阿
時
に
人
沖
波
営
報
発
令
の
放

~込
が
行
わ
れ

、

1
1
8
名
の
参
加
者
が
自

宅

か
ら
津
波
避
帷
ヒ
ル
に
指
定
さ
れ
た
紀

砂の中に混じ った小さなごみをふるいにかける

串本忘校の生徒たち

集められた芸援金を松原町長へ手渡す八田住職

松原町長から知事感謝状の伝達を受ける

林勝昭さん

8
月
1
日
か
ら

5
日
に
か
け
て
の

53
日
間
、

N
P
O
法
人

「
ガ
イ
ア
ラ
イ
ン
」
（
堀
ロ

一
志
代
よ
）
の
呼
び
か
け
に
よ
り
、

上
浦
海
芹
の
清
掃
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
期
間
中
、
毎
朝

7
時
か
ら
行
わ
れ
た
こ
の
清
掃
に
は
サ
ー
フ
ァ

ー
や
親
＋
連

れ
な
と
椋
々
な
方
が
参
加
。
最
終
日
に
は
登
校
日
の
串
木
志

校
全
校
生
孤
も
こ

の
活
動
に
加
わ
り
ま
し
た。

参
加
者
は
ふ
る

い
を
手
に
、
砂
の
中
に
混
じ
っ

た
小
さ
な

木
切
れ
や
ビ
ニ
ー
ル
な
ど
の
ご
み
を
取
り
除
き
ま
し
た
。
こ

の
清
掃
を
呼
び
か
け
た
堀
口
さ
ん
は

「
こ
の
海
庁
が
裸
足
で

歩
け
る
く
ら
い
き
れ
い
に
な
れ
ば
、
も

っ
と
多
く
の
人
々

に

活
用
さ
れ
る
は
ず
。
皆
が
こ
の
上
浦
海
片
の
良
さ
を
泌
識
し

て
ほ
し
い
。
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

ン
．9

ン

歩
け
る
海
岸
に"〗

上
浦
海
岸
の
砂
浜
清
掃

串
本
は
一

番
8
本
ら
し
い
と
こ
ろ

日
本
語
弁
譲
大
会
優
勝
ト
ル
コ
人
学
生

8
月
6
日
1
8
日
、
在
ト
ル
コ
日
木
大
使
館
キ
催
の

日
木
語
弁
論
大
会
で
優
勝
し
た
ア
イ
チ
ャ
・
ト
ゥ
ー
ル

さ
ん
図
と
バ
イ
ラ
ム

・
ボ
イ
ラ
ズ
さ
ん
因
が
串
木
町
を

訪
れ
、
町
内
で
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
行
い
ま
し
た
。

滞
在
中
‘
―
一人
は
役
場
を
よ
敬
訪
間
し
た
ほ
か
、
樫

野
の
ト
ル

コ
軍
艦
遭
帷
慰
霊
碑
や
海
中
公
園
な
ど
を
訪

れ
、
7
日
の
串
木
ま
つ
り
も
見
学
し
ま
し
た
。

―
一人
は

「今
回
、
束
京
、
人
阪
、
広
島
な
ど
を
訪
れ

た
が
、
串
木
が

一
番
日
木
ら
し
い
と
感
じ
た
。
串
木
の

人
た
ち
と
は
自
然
な
感
じ
て
話
が
て
き
た
。」
「
こ
こ
で

見
た
こ
と
を
ト
ル

コ
に
廂

っ
て
仏
え

て
い
き
た
い
。
」

な
ど
と
串
木
の
印
象
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

兼
量
寺
に
集
ま
っ
た

義
援
金
が
届
け
ら
れ
ま
し
た

イ
ン
ド
洋
沖
大
地
震
義
援
金

トルコ軍艦還難慰堂碑に献花を行うアイチャさん

（左）とバイラムさん

復〗広報 く しもと 9 広報くしもと 9
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1 ．串本町町章デザイン募集 I 

串本町のまちづくりの基本理念「人と自然が生み出す力本州最南端の新しいまちづくり」

にふさわしい町章の国案を次のとお り勇集します。としとしこ応募ください。

■募集する町章

・「人とい然が牛み出す力 ん）廿最南端の新しい

まちづ くり j iこふさわしい もの。

•町旗、ハ ッ ジ等にも 使J I J で ぎるも の。

• JIJ紙の地色を含めて 4色以内 （グラデーション

は不可）

•い作の未発表作品に限 り ます。

■応募期間

半成17年 9月 1日（木）～ 

半成17年10月3ln（月） まで（必杓）

■応募方法

・応京は、応京JIJ紙に町中の図案、デザインの趣

旨、｛詞i.、氏名 （ふ りがな）、年齢、性別、職呆

及び電話番号を記載 し、串本町役楊総務課まで

持参または祁送してく ださい。

・どなたでも何、1仄でも応堺で ぎます。（ただ し、

応芽JIJ紙 l枚につぎ 1作品）

■選定方法等

•串本町町中図案選定委貝会で最i憂秀賞 （採JIJ作

品） と優秀供を決定。

・結果は広骰くしもと及びホームペー ジ等で発表

します。

■l賞金

最俊秀賞

1菟秀作品

■その他

・採JIJ作品に関する切の権利は、串本町に帰属

します。

・応京された作品は返還いた しません。

・採JIJ作品を 部補作・ 修w．することやモ ノクロ

で使JIJする場合があり ます。

1, l’, 9、

4,I’ょ以内

串本町役場総務課町章募集係

〒649-3592 和歌山県束↑衷郡串本町串本1800番地

Tel 0735-62-0555 Fax 0735-62-4977 

150,000『]

25,000戸］

I 応募先及びお問い合わせ先 I 

※吹報への掲戦を希翌されない）jは、)州|'，の際に窓nにおlilし！1',ください。

ゆ雄 坪邦美ん智輝
か 一
り 郎 代 u)]保京十降

串潮 祈串古串串―
宮

本岬 市本田本本已

ご
寄
付
あ
り
が
と
うご

ざ
い
ま
す

棄権することなく投票しましょう。

9月11日（日）は
衆議院議員総選挙

最高裁判所裁判官国民審査
の投票日です

※投票日当日、仕手や旅行などで投

票できない場合は、 8月37日～9月
70日（午前 8時30分～午後 8時）ま

で、役場本庁舎別館 l階会議室（旧

串木町地区の方）、 役場古座分庁舎

1階ロビー （旧己座旧］地区の方）に

おいて期日前投票ができます。

（最高裁判所裁判官巴民審査の期日

前投票は 9月4日からですので、ご

注意くにさい。）
みんなの一票大切に I

～串本町選挙管理委員会からのお知らせ～

よろこび

かなしみ

(7Wl1寸分、 ij欠杓、囲各）

〈出
生
児
氏
名
〉
〈
届
出
人
〉
〈
地
区
〉

は
る
か

中
松

遥

華

一

徳

串

本

"f
 

尾

崎

立

謙

一

潮

岬

磯

這

:

手

旧

誠

須

江

久

倉

悠

斗

義

久

串

本

束

幸

之

介

庫

哉

串

本

岩
谷
配
〗
周
一

＾

押
野

大
藤
暑〗
健
太

田
中

占
村

大
空

に
一
郎

串

本

固

崎

か

加

峰

之

須

江

/――̀‘／ー／ ／――― 
吉泊田松谷松矢良
村 口村原山原野知

い
つ
ま
で
も

お
幸
せ
に

5
 

量

"r

電

お
誕
生
お
戸
豆
い
す

泊 寺水松守 ‘I'• 堀谷嶋 岩 角 麻佐野田 川
田田口村 本見 ロロ野田川野 藤尻井．端

ふ長秀 渦甚な 久文美睦 芳 い孝 た 富正
み つ美 恵わ っ I:
ゑ十已［ 治ゑ 代雄＋十次の 治の雄 也

◇
谷
口
邦
丈
さ
ん

（閾
野
川
）
か
ら
、

，L

父
（
文
雄
）
の
否
典
返
し
と
し
て
橋
杭

名
人
ク
ラ
ブ
ヘ

。

◇
高
野
睦
さ
ん
（押
野
）
か
ら
、
＇
」
は
（
い

わ
の
）
の
供
Y

宜
と
し
て
樫
野
名
人
ク

97 87 67 72 63 87 77 76 57 58 80 93 56 81 64 57 

古西佐 田串潮 樫 1箆串有潮樫 串串大串
野

座 向 部原本岬野 川 本田 岬 野本本品本

ご
冥
福
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す

ラ
プ
及
び
否
典
返
し
と
し
て
社
会
福

祉
協
議
会
へ

。

◇
堀

D
見
さ
ん
（田
叩
）
か
ら
、＇」

は
（久

美
代
）の
供
成
と
し
て
押
野
＇
る
人
ク

ラ
ブ
ヘ
。

◇
稲
頭
光
雄
さ
ん
（
出
宝
）
か
ら
、

'L
父

揺

一
）
の
否
典
返
し
と
し
て
礼
会
錨

祉
協
議
会
へ

。

◇
鵡
本
仕

iU
さ
ん
（
串
本
）
か
ら
、
＇
」
は

（野
尻
た
つ
の
）
の
否
典
返
し
と
し
て

社
会
福
祉
協
議
会

へ
。

◇
束
啓
吾
さ
ん
（神
野
川
）
か
ら、＇」

は

（
君
枝
）

の
否
典
返
し
と
し
て
社
会
似

祉
協
議
会

へ
。

◇
川
端
美
代
さ
ん
（
串
本
）
か
ら、

'
L
文

記

也
）
の
否
典
返
し
と
し
て
社
会
幅

祉
協
議
会

へ
。

◇
久
郊
牧
さ
ん
（
串
本
）
か
ら
‘
,
L
父
（俊

-
)
の
否
典
返
し
と
し
て
社
会
福
祉

協
議
会
へ
。

, 

:II' 
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お
知
ら
せ
＆
行
事

菅
坪
課
で
は
、
有
田
公
営
住
宅
の
入

居
者
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
募
免
し
て

い
ま
す
。

了
募
集
団
地
名
・
戸
数

s62有
田
公
営
住
・
℃

］

一戸

て
所
在
地

串
本
町
有
田
上
31
|
1

マ
江
宅
の
間
取
り

同

間

い

鱈

い

台
pJi

い

風
n'1
・
ト
イ
レ

ア
月
額
家
貨

公
営
住
毛
法
に
よ
り
計
算
し
た
令
額

(
1
0
,
5
3
0
0
日
！
］

7
，
4
0
0
日
）

※
人
居
の
際
に
は
月
柄
家
賃
3
ヶ
月
分

の
敷
金
が
必
安
で
す
。

▼
申
込
期
間
・
時
間

9
月
1
日
（
本
）
！
9
月
14
日

（水
）

午
前
8
時
30
分
！
午
後
5
時
15分

※
土
日
、
祝

・
祭
日
は
除
き
ま
す
。

▼
申
込
場
所

串
本
町
役
場
古
座
分
庁
舎
管
坪
課

※
巾
込
み
川
紙
に
つ
い
て
は
、
本
庁
住

民
課
に
も
川
意
し
て
い
ま
す
。

▼
申
込
資
格

①
串
本
町
内
に
住
所
又
は
勤
務
先
を
有

す
る
者
。

②
現
に
住
毛
に
囚
窮
し
て

い
る
こ
と
が

叩
ら
か
な
者
。

③
同
居
し
よ
う
と
す
る
親
族
が
あ
り
、

本
人
を
含
め
て
2
人
以
上
の

ILI常
で
あ

る
こ
と
。

④
町
税
等
の
滞
納
が
無
い
こ
と
。

⑤
本
人
及
び
阿
居
人
の
収
入
を
加
算
し

て、

年
間
所
得
額
が
政
令
の
規
定
以
内

で
あ
る
こ
と
。

※
そ
の
他
の
事
項
に
つ
い
て
は
法
令
を

澄
寸
し
ま
す
。

マ
必
要
書
類

①
町
営
住
屯
入
居
巾
込
害

②
収
入
証

叩

書

③

納

税

証

明

害

④

住

民

票

⑤
婚
姻
証
明
書
（
該
当
者
の
み
）

※
そ
の
他
詳
細
に
つ
い
て
は
、
役
場
管

坪
課
住
＇
毛
係

(6
0
7
3
5
|
7
2
|

0
0
8
1
)
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

嬰
包
み
減I-

し
い
は
匝

饂

串
本
町
廃
棄
物
の
処
坪
及
び
清
掃
に

関
す
る
条
例
に
茎
づ
く

「串
本
町
ご

み

減
量
等
推
進
審
議
会
委
員
」
を
次
の
と

お
り
募
集
し
ま
す
。

了
募
集
人
員

3
名

▼
応
募
条
件

串
本
町
に
住
所
を
有
す
る
h
で
一
般
廂

棄
物
の
減
量
等
に
関
心
を
お
持
ち
の
h

社
別
、

年
齢
は
不
間
）

マ
提
出
書
類

住
PJi
．
氏
名
・
年
齢
ふ
国
話
番
口
勺
を
切

記
の
上
、
一
般
廃
棄
物
の
減
量
等
に
関

す
る
思
い
を
つ
づ
っ
た
レ
ポ
ー
ト
（
原

稿
川
紙
可
）
を
役
場
環
埃
衛
生
課
ま
で
、

郵
込
ま
た
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
（文

字
数
は
間
い
ま
せ
ん
）

▼
申
込
締
切

9
月
20
日
（
火
）

マ
委
嘱
内
容

串
本
町
の
ご
み
減
量
等
推
進
に
関
す
る

こ
と
を
審
議
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

※
詳
し
く
は
役
場
環
埃
衛
生
課

(6
0

7
3

5

—

7
2

_

0
0
8

]

)
へ
。

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
は
、
地
域
の
保
健

セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
る
0
歳
児
健
診
等

の
低
会
に
、
地
域
に
生
ま
れ
た
令
て
の

赤
ち
ゃ
ん
と
保
渡
者
に
メ

ッ
セ
ー
ジ
を

伝
え
な
が
ら
絵
本
を
千
渡
す
運
動
で
す
。

こ
の

「プ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
」

を
串
本

町
で
も
実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

実
施
に
あ
た
っ
て
、
活
動
の
中
心
と
な

る
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
立
ち
上
げ

ま
す
。
絵
本
に
典
味
の
あ
る
力
、
絵
本

連絡先

串木町役場木庁舎 TEL62-0555 

串木町役場古座分庁舎 TEL 72-0081 

串 木病院 TEL62-0635 

古座／II 病院 TEL72-0280 

学校教育課 TEL62-6066 

生涯学習課 TEL62-0006 

串木 町立 図書館 TEL62-4653 

保 健 センター TEL62-6206 

サンゴの湯 TEL62-2001 

B&G海洋センター TEL 62-5540 

国民宿舎あらふね TEL74-0124 

町内放送案内 TEL62-3200 

串木町ホームページアトレス

http://www,town,kushimotowakayamjp/ 

串木町メールア ドレス1代表）

kikaku @town,kushimoto,wakayama,jp 

一［ 介護保険をこ利用のみなさまへ ］ 

施設利用時のr居住費」とr貪費」が

自己負担となります。
施設に入所している 人の「居件費」と「食費」は介護保険から給付されていま し

たが、在宅の人は 「居件費」「食費」を自已負担しており、施設に入）斤している人

にも仕宅の人と詞様に自己負担をお願いするこ とになりました。

居住費とは ：施設の利用代十竃気、ガス、水道等の光熱水費に相当する 咲用

食費とは ：食材料費十調理コ ストに相当する費用 ※栄翌管理は保険給付対象

対象となる施設およびサービス

〇介護老人福祉施設 ・介護老人保健施設 ・介護療整堕医療施設

における居住費と食費

Oショートステイ における居住費と食費

〇通）斤介設と通）斤リハビリテーション における食費

【基準費用額（日額）］

負担額は施設と利用者の間て契約に

より決められますが、標準的なケース

の額 （基準究用額：施設における居件

費 ・食費の平均的な費用を勘案して定

める額）が定められますc

【自己負担限度額（日額）］

■所得の低い人は軽減されます

冴谷の低い人の施設利出が困難にならないよう、 冴谷の段隋 （利出者負担段階）に応じた自

己負担限度額が決められ限度額まての文払いとな ります。限度額を超えた分は介護保険から給

付されます（特定入所者介護サービス費）。

1日当たりの居住費

温玉卜1猛如卜1 従来型伺室 多床室

1日当たり
の食費

1,640円
1,970円 |1,640円I（介匿老人畔野占と短期入

所生活介護は 1,150円）
320円Il,380円

1日当たりの居住費
1日当たり

利用者負担段階
ユニット型 ユニット型

従来型伺室 多床室 の食閂
個室 準伺室

（本人および世帯全員が暉税9環）
490円

第 1段階 税であって、老齢福祉年金の受給 820円 490円 （介護老人福祉施設と短期） 0円 300円
の人 者生活保護の受給者 入 h生活介護は 320円

（本人およ淳帯全貝が碑 税jl,'.JI!) 490円

第 2段階 税であって、合計所得金額＋課税 820円 490円 （介翌老人福祉施設と短期） 320円 390円
の人 年金収入額が印万円以下の人 入所生活介護は 420円

（本人および世帯全員が暉細課）
1,310円

第の3人段階 税以外でのあ人って、利用者負担第 2段階 1,640円 1,310円 （介護老人福祉施設と短期） 320円 650円

入所生活介護は 820円

※特定入1斤者介護サービス費を利用するためには役場に申語をして「介護保険負担限度額認定証」

の発行を受けることが必要てす。

※詳しく は、役場保健福祉課介護保険係（合 0735-62-0555 内122) までお問い合わせ卜さい⇔
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9]国国園口国m
日I躍 行事内容（時間） 場 所 I主管課等

61刈健康相談 I保健福社課

6日(9:00~ll:o□)出雲公民館

8日(9:00~ll:00）二 色集会所

9日(9:00~ll:o□)有田公民館

l2日(l3:00~l5:00)保健セ ンター

14日(9:30~10:30)日胤叫咬流センター

(13:30~14:30)占田 クラブ

20日(9:30~11:oo)江田区民会館

21El (10 :30~ ll: 30)目津大浦集会所

詑日(9:30~11:oo)安指区民会館

27日(9:30~11:oo)田子区民会館

28日(9:30~10:30)津荷老人憩いの家

(13:30~14:30) 1'1'奏］ミ；こテイセンター

7水 一般献叩 矢念翌兵衛様1保健福祉課

(lo:00~l6:00)前駐車場

冒示］入］` ＿`＿＿＿五韮―五五「こ―□直―
(13:30~15:30) 

；8|水

/： :1：：：タオフ目：口：：］：座ーニノ本夕：［： ： 
1『五元翫五即扇亘五――|m；丙召五賣扇伍五詞＿

最高裁判所裁判官国民

審奎 投票日

(7:00~20:o□) 
冒訃扇玉`応―ひーよ_こ:]]さ しシー；；二「直臼磁五訊＿

6ヶ月～ 1歳児

(10:00~ ll :30) 

靡：I司如全ー教一如ら―ひ：三恥―|五―□し口-；；二「保]E五三
2~3歳児

(lO:OO~ll:30) 

＼6|歪[fiパ面；＿＿＿＿＿＿―|五五三三五ノータ――「五―日日＿
(l3:00~l5:00) 

鑑卑国勢舅藝戯毎姦Lム

0件民登録とは関係なく 、10月 1日現在、

ふだん件んでいる場所で調杏票に記入し

ていただぎます。

09月下旬から10月上旬にかけて総務大

臣から任命された国勢調査貝が皆さんの

お宅へ詞杏菜の配布と受け取りにうかが

います。

〇調杏関係者には守秘義務があ り、調杏

内容の秘密は保護されます。

豆
】

※その他、叶しくは役

場企凹課の統社担廿

(TEL0735-62-0555)ま

でご連絡く ださい。

を
介
し
て
地
域
で
十
育
て
を
応
援
し
て

い
た
だ
け
る
力
を
お
科
ち
し
て
い
ま
す
。

ご
協
力
い
た
だ
け
る
力
は
、

次
の
日

程
の
学
習
会
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時

9
月
26
日
（
月
）

午
後
1
時
30
分

マ
場
所

串
本
町
地
域
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

2
階

て
講
師

N
P
o
フ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

地

域
支
援

担
当
者

※
ご
参
加
い
た
だ
け
る

h
は、

9
月
16

日

（令
）
ま
で
に
保
健
饂
祉
セ

ン
タ
ー

(
6
0
7
3
5J
|

6
2
|
6
2
0
6
)
 

ま
で
お
巾
し
込
み
く
だ
さ
い
。

和
歌
山
県
向
齢
者
総
合
相
談
セ
ン
タ

ー

（シ
ル
バ

1110
番
）
で
は
、
次
の
と

お
り
「
い
き
い
き
屯
話
相
談
」
を
開
設

し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

烹
期
日

9
月
19
日
（
月
）
（敬
名
の
日
）

▼
時
間

午
前
10
時
1
午
後
4
時

て
相
談
内
容

総務省

和歌山県

串本町

法
律
・
年
令
・
社
会
保
険
・
介
設
保

除
・
介
護
・
医
療
・
食
生
活
・
栄
Y

低
．

身
休
の
槻
能
回
復
な
と

※
弁
罪
午
l
．
医
師
・
税
坪
ー
・
社
会
保

除
労
務

L
・
保
健
師

・
管
理
栄
Y
箕

L
が

相
談
に
応
じ
ま
す
。

▼
電
話
番
号

6
0
1
2
0
1
7
3
0
1
4
6
53 

※
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
で
通
話
無
判
で
す
。

烹
問
い
合
わ
せ
先

社
会
饂
祉
法

人

和

歌

山
県
社
会
福
祉

協

議

会

に

寿
社
会
推
進
部

高
齢
者

総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

-
T
6
4

0
|
8
5J
4
5
3
 

和
歌
山
市
手
平
2
丁
目
1
|
2

県
民＇
父
流
プ
ラ
ザ
和
歌
山
ビ

ッ
グ
愛
7

階6
0
7
3
|
4

3
5
|
5
2
1
2
 

今
月
の
納
税

マ

税

目

0
国
民
健
康
保
除
税

（第
6
期）

0
介
設
保
除
料

（第
6
期）

▼
納
期
限

9
月

30
日

（金）

※
納
税
に
関
す
る
お
間
い
合
わ
せ
は
、

役
場
税
務
課
ヘ

9月10日は下水道の日です。

r自然とくらしに

やさしい下水道J

コし―-＝ロ
集
後

編 今
月
は

7
1
8
月
の
出
来
事
の
紹
介

が
多
く
、
写
真
の
多
い
ペ
ー
シ
椛
成
と

な
り
ま
し
た
。
合
併
後
初
め
て
迎
え
た

串
本
の

夏
は

串
本
ま
つ

り
に

ビ

ル

フ
ィ

ッ
シ
ュ
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
、
河
内
祭

に
海
水
浴
ま
つ
り
・
・
・
と
本
当
に
い

ろ
い

ろ
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

皆
さ
ん
は

ど
れ
か
の
催
し
に
お
出
か
け
に
な
ら
れ

ま
し
た
で
し
ょ
う
か
？
今
月
り
は
夏
の

思
い
出
ア
ル
バ
ム
を

め
く
る
よ
う
な
感
じ

で
楽
し
く
議
ん
で
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

(
N
)

今月の健康診断

■基本健診

西向多目的集会所・上田原生活改喜センター

岩淵クラブ・田並公民館

■胸部検診

町内57ヶ所 （対象： 40オ以上の男女）

※健康診断についてのお問い合わせ・申し込み等

は、保健センター（合0735-62-6206)

までこ連絡ください。

犬、猫を捨てることは犯罪です

「動物の愛浅及び管坪に閃する法1「」 に

て、犬や猫などをみだりに殺傷 したとき は

1年以下の憶役又は100））下］以下の罰金に、

みたり に1・ド行したり追兜したときは30））下］

以下の罰金に処せられること があり ます。

追斐 ・ 1•K行の現

場を見つけたら

警察に通報しま

しょ う。

／ ヽ

今年の火災・救急件数
- 8月 1日現在一

火 災 件数 救急件数

建 物 3件 交 通 55件

林 野 0件 急 病 416件

その他 1件 その他 215件

合 計 4件 合 計 686件

火災のない住みよい豊かな町づくり
、~ノ

地
球
温
暖
化
の
影
菩
な
の
か
、
毎
年
の
よ
う

に
哭
常
気
象
と
一[U
わ
れ
ま
す
。
咋
年
は
、
数
多

く
の
台
風
か
上
昨
し
て
、
各
地
に
人
き
な
被
苫

が
出
ま
し
た
。

地
5妬
と
は追
い
台
風
の
場
合
は
、
進
蹄
•
閲

問
＃
か
f
測
で
き
ま
す
。
白
土
の
立
地
の
条
件

や
家
放
の
枯
威
等
を
考
え
て
、

次
の
よ
う
な
点

に
注
心
し
、
家
族
な
り
の
災
宙
対
策
を
立
て
て

お
き
ま
し
ょ
う。

IIi
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
で
台
風
の
勅
き
に
1

分
吐

心
し
ま
し
ょ
う。

②
家
屋

・塀
な
ど
の
老
朽
化
し
て
い
る
所
を
罰

強
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

131
風
で
飛
ば
さ
れ
そ
う
な
建
11
へ
の
袖
強
、

家
の

固
皿
の
植
木
鉢
筈
を
中
に
し
ま
い
ま
し
ょ
う。

山
ト
ユ
や
排
水
溝
な
ど
か
、

ゴ
ミ
や
上
砂
な
ど

で
詰
ま
っ

て
い
な
い
か
確
か
め
ま
し
ょ
う
。

固
伴
屯
に
備
え
、
懐
巾
屯
灯

・
携
帝
用
ラ
ジ
オ

を
用
心
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

知
口
宅
の
固
囲
で
は
ど
の
よ
う
な
災
宮
が
起
こ

り
や
す
い
か
を
知
っ
て
お
く
と
と
も
に
、

避
帷

場
所
と
そ
こ
に
行
く
ま
で
の
安
〈
r
な
経
路
を
確

か
め
て
お
さ
ま
し
ょ
う
。

⑦
家
族
で
防
災
に
つ
い

て
話
し
合
い
、

力
が

の
時
の
行
動
に
つ
い
て
お
且
い
に
確
認
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。
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参加者募集中
申込締切：郵便振替 •RUNTES ともに

平成17年9月26日（月）消印有効

？言置為

平
成
1
7年
9

月
1

日
発
行
編
集
•
発
行
／
串
本
町
役
場
企
画
課

〒

6
4
9
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5
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開催日

開催地

コース

ホ
ー
ム
ペ
ー
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h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
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t
o
w
n
•
k
u
s
h
1
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a
k
a
y
a
m
a
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メ
ー
ル
ア
ド
レ
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k
i
k
a
k
u
@
t
o
w
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k
u
s
h
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m
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t
o
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w
a
k
a
y
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j
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種 目

参加資格

参加料

定 員

表
ヰ ノ

早：：

大会スケ

ジュール
（予定）

平成17年lD月29日（士）

和歌山隈串本町

本州最南端串本 SUNSE丁マラソンコース(21.0975km)
日本陸連公認コース

八ーフマラソンの部・・・l8歳以上の健康な男女

5 kmの部••中学生以上の健康な男女
3 kmクロスカントリーの部••小学 4 ・ 5 ・ 6年の健康な男女

2 kmクロスカントリーの部・ 9•小学 l ・ 2 ・ 3年の健康な男女

ハーフマラソンの部 ••3,000円 500人（先着順）

5 kmの部・・・ 2,000円 200人（先蒼順）

〔ただし、中学生は 500円、高校生は 1,000円とする〕

3 kmクロスカントリーの部・,.500円 100人（先着順）

2 kmクロスカントリーの部・,.500円 100人（先着順）

各部上位6位まで表彰

9 : 30~ ll : 30 受付：潮岬メイン会場（望楼の芝）

ll : 45~ 12 : 05 開会式：潮岬メイン会場（望楼の芝）

12 : 30 2 kmクロスカントリーの部スタート

13 : 00 3 kmクロスカントリーの部スタート

13: 30 )＼ーフマラソンの部スタート

14 : 00 5 kmの部スタート

17: 30 大会終了

※大会内容についてのお問合せは・・・

本州最南端串本SUNSE
〒649-3503 串本町串本2427 串本町生涯学習課内


